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内容の要旨及び審査の結果の要旨
ネフローゼ患者は各種感染症に対して易感染性を示し，感染症は小児ネフローゼにおける重要な死因で
あった。今回著者は，成人ネフローゼにおける感染症の頻度・重症度ならびに易感染性の機序について基
礎疾患ならびに液性免疫異常に注目して検討した。
研究方法：非糖尿病性ネフローゼ86例，糖尿病性ネフローゼ12例を含む糖尿病60例を対象に，感染症の
発生頻度・予後ならびに危険因子をロジステイックモデルにて解析した。さらに，この知見をもとに免疫
グロブリンＧ（IgG）投与の感染症予防効果を検討した。
研究成績：非糖尿病性ネフローゼ86例中16例（19％）にグラム陰性桿菌を主体とする感染症が認められ，
このうち６例が死亡し，２例が感染を契機に末期腎不全に至った。細菌感染症の相対危険比は血清19G値
600mg／d1未満で600mg／d1以上に比べ6.74（95％信頼区間，1.22～36.32,ｐ＝0.029)，血清クレアチニン
値2.0mg／d1以上では，２０mg／d1未満に比べ5.31（95％信頼区間，1.08～26.09,ｐ＝0.040）であり，いず
れも独立した危険因子であった。一方，糖尿病性ネフローゼでは12例中７例（58％）とより高率に感染症
が認められたが，糖尿病性ネフローゼ感染例の血清IgG値は1365±379mg／dｌ（平均±標準偏差）と正常
範囲内にあり，糖尿病自体がネフローゼの基礎疾患として相対危険比14.28（95％信頼区間，2.03～100.38,
ｐ＝0008）の独立した感染危険因子であった。さらに，血清19G値600mg／d1未満の非糖尿病性ネフロー
ゼ18例を対象とした経静脈的IgG投与により，感染症は内因性血清19G値が600mg／dlに保たれている時と
同等の頻度までに減少することが確認された。
以上より，本研究において感染症が成人ネフローゼ症候群における重要な予後因子であることが確認さ
れた。この易感染性機序として非糖尿病性ネフローゼでは血清19G値600mg／d1未満の低IgG血症と血清ク
レアチニン値２mg／d1以上の腎機能障害が感染症の独立した危険因子であること，糖尿病性ネフローゼで
は糖尿病自体が感染危険因子であることが判明した。さらに，非糖尿病性ネフローゼ症例に対する経静脈
的IgG投与の感染症予防効果を明らかとした。この成績は成人ネフローゼ症候群における感染症を考える
上で重要な臨床的観察であり，腎臓病学に資するところが大きいものと評価された。
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